
　6月は「ロータリー親睦活動月間」です。「親睦」は
ロータリーの基本理念の一つで、1905年にポール･
ハリスは親しい心を許せる友人を求めてロータリーを
創設したと聞いています。クラブでは毎週の例会の外、
時期に応じた夜間例会や家族会、各種懇親会の開催、
同じ趣味の会員が集まる同好会などの親睦活動によ
り、友情の交換がなされ親睦を深めていることでしょ
う。ぜひ、今後とも会員同士の相互理解を深め、奉仕
の実践につなげていただきたいと希望します。
　RIの月間テーマは、このクラブでの親睦の延長線上
にあるのでしょうが、世界のロータリアンが集い、親睦
を深めることを推奨する月間です。RIには理事会が
承認した「ロータリー親睦活動グループ」があり、さま
ざまな職業や趣味を共通にする世界のロータリアンが
親睦活動を楽しんでいます。有名なのはアマチュア
無線のグループで、毎日定時に無線交信して親睦と

交流を深めているそうです。また、スキー、ヨット、マ
ラソン、ワイン、切手、旅行などの趣味を楽しむグ
ループもあり、医師や弁護士等の職業別のグループも
積極的に交流して親睦を深める活動をしています。

「キルトの親睦活動グループ」が東日本大震災被災者
に膝掛けを寄付したり、さまざまのスポーツを楽しむ
グループがその大会でチャリティー活動を実施してポ
リオ撲滅やその他の寄付金を集めている等、ロータ
リー親睦活動グループを通じての奉仕実践も聞かれ
ます。このように、クラブ、地区、国の枠を超えてロー
タリアンが国際的な友情を育み、相互理解を深め、ク
ラブ内だけでは体験できない世界的な親睦活動を楽
しみ、世界平和に貢献することも可能です。皆さまも
RIのHPでチェックして、世界レベルでの親睦活動に
ご参加される事をお奨めいたします。
　「親睦」に関連して少しだけ堅い話をしますが、先輩
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ロータリアンのお一人は、例会等においてロータリー
会員同士が心の交流をして相互理解を深める中で、
切磋琢磨しながら各自が「奉仕の心」を育成して、立
派なロータリアンとなり「奉仕を実践」をすることが重
要であると説かれます。この意味で親睦活動がロー
タリーにとってきわめて重要であり、ロータリアンは親
睦活動を通じて心を許せる友人をつくり、和気あいあ
いの雰囲気の中で研さんして奉仕の理念を身につけ
た後に、初めて個人レベルとクラブやロータリー財団

による奉仕活動が可能になると、私は考えています。
この意味から「あいことばはEnjoy Rotary」を提唱させ
ていただきました。ロータリーの親睦活動は、お互い
に研さんを重ねて「奉仕の理念」を身につけ、奉仕を
実践する源となるものですから、皆さま方にはご自身
がロータリーを「好き」になることを可能とする意義深
い親睦活動をクラブやRIで見つけて「参画」し、活動
を楽しむとともに素晴らしい「奉仕の実践」に発展させ
ていただきますよう、心からご期待申し上げます。
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中四国3地区合同研修旅行（京都）について
地区青少年交換委員長

仁木　壯

　4月2日・3日の両日、中四国3地区合同研修旅行
が、2670地区の主管により開催され、派遣予定学生
の高野玲奈さん、岩世岳大君、福光莉子さん、松下天
風君、受入学生のジェイドさんの合計5名の学生と、
西谷純美委員と私が参加しました。
　両日とも天候に恵まれ、桜も満開という絶好の日和
のもと、学生たちは、日本の文化・伝統・歴史の一端
を学ぶことができ、また3地区の受入学生と派遣学生
合計約20人の学生間で親しく交流や情報交換ができ
て、大変有益な研修になったと思います。
　まず初日は、江戸時代から明治にかけての歴史の
舞台ともなった世界遺産二条城を訪問しました。国宝
の二の丸御殿の雄大な障壁画やうぐいす張りの廊下
に、学生たちも興味深げでした。次に「茶道資料館」
で、茶道のお手前を習うとともに、作法に則り抹茶と
お菓子をいただきました。海外からの学生も、日本文
化の象徴として大変関心を持ったようで、日本の学生
も派遣先の国で茶道を伝えたいと、真剣に説明に聴き
入っていました。
　金閣寺では、学生たちは神々しい舎利殿に感嘆し、
平安神宮の裏庭に当たる「神苑」では、日本の学生は
日本人の美意識を具現する日本庭園の姿を写真に納
めていました。派遣先のプレゼンテーションで使える
材料がたくさん集められたようです。また、女子は舞

妓体験を通して、和服の美しさに改めて気付かされ、
海外に伝えたいと強く感じたようです。
　岡山東ロータリークラブにお世話いただいている
ジェイドさんは、岡山駅まで見送りに来てくださった和
気ファミリーに、京都駅でお土産を買い求めて、新幹
線での帰途につきました。
　この研修旅行を通じて、派遣学生は、自分が行くこ
とになっている国や地域の様子などを受入学生から
聞くことができて、徐々に実感が湧き、留学への覚悟
が固まったのではないかと思います。
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規 定 審 議 会 報 告
規定審議会代表議員

鳥居　滋 （岡山東ロータリークラブ、パストガバナー）

　2016年規定審議会は、4月10日からシカゴのマリ
オットホテルにて開催され、4月15日に閉会しました。
ロータリーのガバナンスに関係深い決定を行う規定審
議会は、3年毎に開催され、ロータリーの組織規定に
変更を加える立法案を審議します。審議会で採択さ
れた変更は、7月1日より有効となります。
　今回の審議会では、例会スケジュールや会員身分
に関してより多くの裁量をクラブに委ねる立法案や、3
年にわたって4ドルずつ人頭分担金を増額する立法
案が採択されました。この増額による収入は、ロータ
リーウェブサイトを含むオンラインツールの改良に使
用されます。
　今回の審議会：柔軟性を増加する案件に注目が集
まりました。一つは、クラブが月に少なくとも2回以上
の例会を行う限り、いつ、どのくらいの頻度で例会を
開くか、より多くの裁量をクラブに与えることになりま
した。今一つは、会員身分について新しい試みがで
きる柔軟性をクラブに与えるものです。更に、RI定款
から会員資格6項目を削除されました。
　また、RI理事会に提出する決議案の検討が行われ

る決議審議会の創設が承認され、この会議は毎年オ
ンラインで開催されます。これにより、3年に1度開
かれる規定審議会では、ロータリーの組織規定に変
更を加える制定案に集中して審議します。さらに、
ローターアクターが同時にロータリークラブの正会員
となること、従来型クラブとEクラブの区別をなくする
こと、細則から入会金への言及箇所が削除されたこと、
会員増強が組織の最優先事項であることを認識し、会
員 増 強 の 常
設 委 員 会 が
設置されるな
どが承認され
ました。また、
ポリオ撲滅が
最優先される
目標であるこ
とが再確認さ
れました。

茶道を学ぶ

舞妓体験、男子は新撰組 see you again. 京都駅にて
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会員増強が組織の最優先事項であることを認識し、会
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設 委 員 会 が
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どが承認され
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最優先される
目標であるこ
とが再確認さ
れました。

茶道を学ぶ

舞妓体験、男子は新撰組 see you again. 京都駅にて



　当クラブは山本茂生ガバナー、福間秀雄特別代表、
原久義拡大委員長等のご努力ご厚意により、出雲
ロータリークラブ、出雲南ロータリークラブをスポン
サークラブとして平 成4年3月23日、32名 のメン
バー（現45名）で創立しました。このたび創立25周
年を記念して4月10日、市内のホテルで講演会、式
典を開催しました（会長・池淵俊雄、実行委員長・高
橋英一）。講演会では「25周年を記念して」と題して
当クラブの元米山奨学生のブサコーン　タンサガ―サ

クツィ―さん（タイ米山学
友会創立幹事）にお話し
いただきました。彼女は
島根大学卒業後3年間、
横田町の国際交流員とし
て算盤のタイ国への紹
介・普及、国際交流イベ
ント等、帰国後はタイパ
ナソニック販売会社の社
長筆頭秘書として高度な

語学力を生かし会議通訳や、日本大使館、大学の要
請に応じて日本や島根県についての講演を行うなど
幅広く活動しておられます。それらの活動を通して学

んだ「運は一瞬・
縁は一生」とい
う出 雲 大 社 の
キャッチフレー
ズ、松下幸之助
の「道」、米山梅吉の「keep your name clean」の意味
などをわかりやすく紹介され、彼女のひたむきな、前
向きに生きていく姿勢が随所にあふれ出ていて深い
感銘を受けました。記念式典ではご来賓の地区ガバ
ナー佐藤芳郎様から当クラブ5周年記念事業の「出雲
市民の森」植林事業の継続に「卓越した奉仕活動」で
あると、身に余るご祝辞を賜りました。また、ご来賓と
して地区代表幹事塚本博視様、出雲市副市長野口武
人様、第4グループガバナー補佐岸篤彦様、パストガ
バナー山本茂生様、第4グループの会長、幹事様の
ご臨席を賜り、無事式典を終えることができました。
記念講演、式典を通して私たちは四半世紀25年の歴
史を踏まえ、今後とも地域社会に必要とされる奉仕活
動を実践し、さらなる貢献をしなければならないこと
を再認識いたしました。皆さま方の末長いご指導ご
鞭撻を賜りますよう、心からお願いいたしましてご報
告とさせていただきます。

出雲中央ロータリークラブ会長

池淵 俊雄

創立25周年記念講演会、記念式典を終えて

国際ロータリー第2690地区　ガバナー月信

Governor’s Monthly Communication Vol.124 Governor’s Monthly Communication Vol.12 5

　第1･第2グループ合同IMを4月16日（土）午後1
時より米子全日空ホテルで開催しました。
　テーマは「知性・品格・遊び心 Enjoy Rotary 水も
山も」。「水も山も」という語句を訝る声が予想されたも
のの、あえて事前には説明しませんでした。
　解題は当日、主催者挨拶の中で申しました。
　プログラムに掲載した漢文（論語原文）を読み下す
と「知者は水を楽しみ仁者は山を楽しむ。知者は動き
仁者は静かなり。知者は楽しみ仁者はいのちながし」
となる。山水を例とし、水とは滝や川のように常に動
いているものの、山とは動かず厳然と存在しているも
ののたとえ。言い替えれば水は日々変化する時局や
流行、山は普遍的な愛や友情、伝統などと解される。
Enjoy Rotary―ロータリーを楽しもう、という時ロータ
リーは水なのか山なのか。両方であるべき。ロータリ
アンたるもの水も山も、あわせて楽しむ知仁兼備の人
であってほしい。と。
　因みに「知ることは好きなことに如かず。好きなこ
とは楽しむことに如かず」という孔子の言葉をあわせ
て紹介したところ、佐藤地区ガバナーから「ロータリー
は楽しんでから好きになってもらいたい」との言葉を

いただきました。
　講演の講師は辰巳琢郎さん。「知性・品格・遊び心」
は辰巳さんの紹介に使われるフレーズです。俳優の
他にもさまざまな肩書を持ち幅広い教養とともに自身
の人生を楽しんでおられる方です。
　「講演」というより対談形式で、アットホームな雰囲
気となり、辰巳さんのお話から人生、ロータリーを楽
しむヒントを掴んでいただけたと思います。
　それに先だち功労者（倉吉RC小林健治様）表彰。
各クラブへの感謝状。後に天使の歌声リトルフェニッ
クス、魅惑の旋律 灘尾彩さんのチェロ演奏で心を癒
していただきました。
　ひと頃休止していた懇親会が2年前に再開されて
いますが、今年も前例に倣い開催しました。ロータ
リーの歯車が円滑に回るための潤滑油として必要なこ
とだと思います。
　来賓は庄司地区ガバナーエレクト、岡空次期地区
代表幹事、第1グループ次期ガバナー補佐田中章夫
様（鳥取西RC）第2グループ次期ガバナー補佐片山良
孝様（米子南RC）。
　佐藤地区ガバナーには主催者側役員として白いリ
ボンを付けていただきました。

第1・第2グループ合同IMの報告

第 2 グループガバナー補佐

杵村 優一郎
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米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

小村尚子
出雲南RC

小玉　浩
出雲南RC

1 1

入江宏一
鳥取北RC

4

ク ラ ブ 年 次 寄 付
100.00 ドル
245.00 ドル
431.03 ドル
677.71 ドル

（その他）
（その他）
（ミリオンダラーミール、ゴルフ同好会、第6GIM記念チャリティーゴルフ大会寄付）
（ミリオンダラーミール、新会員寄付）

智頭RC
鳥取北RC
笠岡東RC
岡山東RC

33.00 ドル
315.62 ドル

（新会員寄付）
（ミリオンダラーミール）

出雲RC
隠岐西郷RC

年次寄付にご寄付いただいた方々
早川慶子、森本美明、本家勇子、白岩裕己、福田　収、竹田達夫、千金周一、坂根　裕、広谷直樹
長谷川進、川端恵美子
川上裕治、勝部　晋、井上晴夫、米田盛造（名誉会員）、槙戸孝之、堀井輝彦、内田　寛
手塚一郎、寺本健太郎、野々村健造、福島邦光、三田　武
小豆澤貴洋、松井修一
青木史郎、藤代美友、藤田武利、藤田和雄、原　諭、平下智隆、本藤繁夫、石橋孝義、伊藤誠二、鍛治恵巳子、森口裕行、
森下幸生、森脇祐之助、室谷卓治、田中利徳、寺下　衛、和原勝博、和木田登、室﨑拡勝、永井良三、小川泰道、
岡田久樹、尾前　豊、山藤志哲、佐々木一成、佐々木啓之、佐多　宗、砂田　忠、髙田圭介、小松　伸、久保田泰介、
桑原祥瑞、三上貴子、木幡研一、押越奈津紀、柿本礼二、山崎一成
谷田弘和　　　　　　　　　　　　　津山中央 RC　　　前原知明、松尾俊明、野村昌平
西山尚恵、太田邦夫、田邊九吾　　　岡山東 RC　　　　影山修司　　　岡山後楽園 RC　　　　森谷行利

鳥取北RC
米子東RC
松江RC
松江南RC
出雲RC
江津RC

倉敷南RC
津山西RC

新会員のご紹介
地 区 だ より【2016年❹月】

須山　隆
浜田RC

岩原伸治
益田西RC

森谷行利
岡山後楽園RC

室﨑隆司
隠岐西郷RC

古井康一
隠岐西郷RC

岩本恭昌
倉吉東RC

西田泰二
鳥取RC

片岡靖隆
笠岡RC

尾崎正史
松江RC

友森昌幸
境港RC

狩野義仁
鳥取西RC

浅井太郎
倉吉中央RC

辻本周平
倉吉中央RC

宮脇保夫
新見RC

柴田公房
岡山西RC

山田耕裕
玉野RC

千原行喜
岡山RC

石丸桂司
岡山西RC

井上正樹
米子RC

森紳治郎
米子RC

杉村忠輔
米子南RC

足立珠希
米子南RC

影山修司
岡山東RC

廣瀬輝人
岡山RC

ポール・ハリス・フェロー

森山宗浦
出雲RC

1

只友　玕
津山中央RC

2

高井研一
岡山西RC

1

福間正純
出雲RC

1

小林健治
倉吉RC

8

ベネファクター

岸野　優
鳥取中央RC

ロータリー財団への寄付
クラブポリオプラス寄付

700.00ドル
2,000.00ドル
1,006.00ドル

隠岐西郷RC
岡山RC
岡山西南RC

ポリオプラスにご寄付いただいた方々
影山修司岡山東RC

ク ラ ブ 普 通 寄 付
102,500円倉敷東RC

ク ラ ブ 特 別 寄 付
笠岡RC
笠岡東RC
倉敷東RC

米原彰男
出雲南RC

1

吉田治郎
岡山中央RC

10

田中　充
出雲南RC

1 25,872 円
22,800 円
57,672 円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山ランチ）

特別寄付をいただいた方々
古川郁夫、森本美明、本家勇子、白岩裕己、松原雄平、福田　収、伊藤教史、竹田達夫、宮崎正彦、大山茂生、千金周一、
山根敏男、入江敏夫、山田雅文
梶谷健一、新宮瑞夫、手塚一郎、寺本健太郎、福田龍太、三田　武、持田裕子、山口　章
赤木幸也、遠藤治郎、遠藤堯之、藤　雅子、藤波安勇、藤原光啓、原田博史、林　伸雄、平井正敏、廣瀬成史、今岡道雄、
黒田健一、松原　淨、松田健一、松本ゆみ、三島節子、三宅顕隆、三宅政博、三宅俊弘、藤田康孝、濱口康幸、岡　晃、
岡本英人、岡本　淳、小野　久、小野　聡、太田隆温、力武善久、佐々木孝之、武部洋治、田中陸男、富永勲秀、
鳥越秀二、西海暢恭、山田秀樹、山田　曉、吉岡　保、稲田起一

鳥取北RC

松江南RC
倉敷東RC

2016学年度 米山記念奨学生オリエンテーション・歓迎会 地区米山記念奨学委員長

安井 英規

　2016年5月7日、12時より岡山国際交流センター
において、2016学年度米山記念奨学生およびカウン
セラーを対象にオリエンテーションを行いました。当
日は、新規奨学生20名、継続奨学生2名、カウンセ
ラー 22名、元国際ロータリー理事　渡辺 好政様、公
益財団法人米山記念奨学会　学務・学友担当　武
本泰子様他、地区役員、地区米山記念奨学委員会、
総勢60名にご参加いただきました。
　このたび、渡辺好政様にご臨席
賜り、心温まるご祝辞を頂戴しま
した。
　オリエンテーションでは、クラブ・
地区の行事に参加し、交流の輪を
広げることなど、確約書に記載して
いる内容について説明させていた
だきました。その後、武本泰子様
からは、米山記念奨学会の歴史、
活動内容を具体的に分かりやすく
ご講演していただきました。

　歓迎会では、奨学生の証しである奨学生バッジを
佐藤 芳郎地区ガバナーから奨学生に授与していただ
きました。晴れて米山奨学生になった喜びを満面の
笑顔で表していました。また、奨学生とカウンセラー
が一人ひとり自己紹介をしていただき、それぞれの活
躍を誓いお開きとなりました。
　2016学年度米山記念奨学生たちに温かいご声援
をお願い申し上げます。

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。
松田直藏
浜田RC

逝去日／2016年3月24日
享　年／95
入会日／1962年12月1日

柳生篤成
笠岡RC

逝去日／2016年4月19日
享　年／68
入会日／1986年9月1日
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米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

小村尚子
出雲南RC

小玉　浩
出雲南RC

1 1

入江宏一
鳥取北RC

4

ク ラ ブ 年 次 寄 付
100.00 ドル
245.00 ドル
431.03 ドル
677.71 ドル

（その他）
（その他）
（ミリオンダラーミール、ゴルフ同好会、第6GIM記念チャリティーゴルフ大会寄付）
（ミリオンダラーミール、新会員寄付）

智頭RC
鳥取北RC
笠岡東RC
岡山東RC

33.00 ドル
315.62 ドル

（新会員寄付）
（ミリオンダラーミール）

出雲RC
隠岐西郷RC

年次寄付にご寄付いただいた方々
早川慶子、森本美明、本家勇子、白岩裕己、福田　収、竹田達夫、千金周一、坂根　裕、広谷直樹
長谷川進、川端恵美子
川上裕治、勝部　晋、井上晴夫、米田盛造（名誉会員）、槙戸孝之、堀井輝彦、内田　寛
手塚一郎、寺本健太郎、野々村健造、福島邦光、三田　武
小豆澤貴洋、松井修一
青木史郎、藤代美友、藤田武利、藤田和雄、原　諭、平下智隆、本藤繁夫、石橋孝義、伊藤誠二、鍛治恵巳子、森口裕行、
森下幸生、森脇祐之助、室谷卓治、田中利徳、寺下　衛、和原勝博、和木田登、室﨑拡勝、永井良三、小川泰道、
岡田久樹、尾前　豊、山藤志哲、佐々木一成、佐々木啓之、佐多　宗、砂田　忠、髙田圭介、小松　伸、久保田泰介、
桑原祥瑞、三上貴子、木幡研一、押越奈津紀、柿本礼二、山崎一成
谷田弘和　　　　　　　　　　　　　津山中央 RC　　　前原知明、松尾俊明、野村昌平
西山尚恵、太田邦夫、田邊九吾　　　岡山東 RC　　　　影山修司　　　岡山後楽園 RC　　　　森谷行利

鳥取北RC
米子東RC
松江RC
松江南RC
出雲RC
江津RC

倉敷南RC
津山西RC

新会員のご紹介
地 区 だ より【2016年❹月】

須山　隆
浜田RC

岩原伸治
益田西RC

森谷行利
岡山後楽園RC

室﨑隆司
隠岐西郷RC

古井康一
隠岐西郷RC

岩本恭昌
倉吉東RC

西田泰二
鳥取RC

片岡靖隆
笠岡RC

尾崎正史
松江RC

友森昌幸
境港RC

狩野義仁
鳥取西RC

浅井太郎
倉吉中央RC

辻本周平
倉吉中央RC

宮脇保夫
新見RC

柴田公房
岡山西RC

山田耕裕
玉野RC

千原行喜
岡山RC

石丸桂司
岡山西RC

井上正樹
米子RC

森紳治郎
米子RC

杉村忠輔
米子南RC

足立珠希
米子南RC

影山修司
岡山東RC

廣瀬輝人
岡山RC

ポール・ハリス・フェロー

森山宗浦
出雲RC

1

只友　玕
津山中央RC

2

高井研一
岡山西RC

1

福間正純
出雲RC

1

小林健治
倉吉RC

8

ベネファクター

岸野　優
鳥取中央RC

ロータリー財団への寄付
クラブポリオプラス寄付

700.00ドル
2,000.00ドル
1,006.00ドル

隠岐西郷RC
岡山RC
岡山西南RC

ポリオプラスにご寄付いただいた方々
影山修司岡山東RC

ク ラ ブ 普 通 寄 付
102,500円倉敷東RC

ク ラ ブ 特 別 寄 付
笠岡RC
笠岡東RC
倉敷東RC

米原彰男
出雲南RC

1

吉田治郎
岡山中央RC

10

田中　充
出雲南RC

1 25,872 円
22,800 円
57,672 円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山ランチ）

特別寄付をいただいた方々
古川郁夫、森本美明、本家勇子、白岩裕己、松原雄平、福田　収、伊藤教史、竹田達夫、宮崎正彦、大山茂生、千金周一、
山根敏男、入江敏夫、山田雅文
梶谷健一、新宮瑞夫、手塚一郎、寺本健太郎、福田龍太、三田　武、持田裕子、山口　章
赤木幸也、遠藤治郎、遠藤堯之、藤　雅子、藤波安勇、藤原光啓、原田博史、林　伸雄、平井正敏、廣瀬成史、今岡道雄、
黒田健一、松原　淨、松田健一、松本ゆみ、三島節子、三宅顕隆、三宅政博、三宅俊弘、藤田康孝、濱口康幸、岡　晃、
岡本英人、岡本　淳、小野　久、小野　聡、太田隆温、力武善久、佐々木孝之、武部洋治、田中陸男、富永勲秀、
鳥越秀二、西海暢恭、山田秀樹、山田　曉、吉岡　保、稲田起一

鳥取北RC

松江南RC
倉敷東RC

2016学年度 米山記念奨学生オリエンテーション・歓迎会 地区米山記念奨学委員長

安井 英規

　2016年5月7日、12時より岡山国際交流センター
において、2016学年度米山記念奨学生およびカウン
セラーを対象にオリエンテーションを行いました。当
日は、新規奨学生20名、継続奨学生2名、カウンセ
ラー 22名、元国際ロータリー理事　渡辺 好政様、公
益財団法人米山記念奨学会　学務・学友担当　武
本泰子様他、地区役員、地区米山記念奨学委員会、
総勢60名にご参加いただきました。
　このたび、渡辺好政様にご臨席
賜り、心温まるご祝辞を頂戴しま
した。
　オリエンテーションでは、クラブ・
地区の行事に参加し、交流の輪を
広げることなど、確約書に記載して
いる内容について説明させていた
だきました。その後、武本泰子様
からは、米山記念奨学会の歴史、
活動内容を具体的に分かりやすく
ご講演していただきました。

　歓迎会では、奨学生の証しである奨学生バッジを
佐藤 芳郎地区ガバナーから奨学生に授与していただ
きました。晴れて米山奨学生になった喜びを満面の
笑顔で表していました。また、奨学生とカウンセラー
が一人ひとり自己紹介をしていただき、それぞれの活
躍を誓いお開きとなりました。
　2016学年度米山記念奨学生たちに温かいご声援
をお願い申し上げます。

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。
松田直藏
浜田RC

逝去日／2016年3月24日
享　年／95
入会日／1962年12月1日

柳生篤成
笠岡RC

逝去日／2016年4月19日
享　年／68
入会日／1986年9月1日



　6月は「ロータリー親睦活動月間」です。「親睦」は
ロータリーの基本理念の一つで、1905年にポール･
ハリスは親しい心を許せる友人を求めてロータリーを
創設したと聞いています。クラブでは毎週の例会の外、
時期に応じた夜間例会や家族会、各種懇親会の開催、
同じ趣味の会員が集まる同好会などの親睦活動によ
り、友情の交換がなされ親睦を深めていることでしょ
う。ぜひ、今後とも会員同士の相互理解を深め、奉仕
の実践につなげていただきたいと希望します。
　RIの月間テーマは、このクラブでの親睦の延長線上
にあるのでしょうが、世界のロータリアンが集い、親睦
を深めることを推奨する月間です。RIには理事会が
承認した「ロータリー親睦活動グループ」があり、さま
ざまな職業や趣味を共通にする世界のロータリアンが
親睦活動を楽しんでいます。有名なのはアマチュア
無線のグループで、毎日定時に無線交信して親睦と

交流を深めているそうです。また、スキー、ヨット、マ
ラソン、ワイン、切手、旅行などの趣味を楽しむグ
ループもあり、医師や弁護士等の職業別のグループも
積極的に交流して親睦を深める活動をしています。

「キルトの親睦活動グループ」が東日本大震災被災者
に膝掛けを寄付したり、さまざまのスポーツを楽しむ
グループがその大会でチャリティー活動を実施してポ
リオ撲滅やその他の寄付金を集めている等、ロータ
リー親睦活動グループを通じての奉仕実践も聞かれ
ます。このように、クラブ、地区、国の枠を超えてロー
タリアンが国際的な友情を育み、相互理解を深め、ク
ラブ内だけでは体験できない世界的な親睦活動を楽
しみ、世界平和に貢献することも可能です。皆さまも
RIのHPでチェックして、世界レベルでの親睦活動に
ご参加される事をお奨めいたします。
　「親睦」に関連して少しだけ堅い話をしますが、先輩
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ロータリー親睦活動月間に因んで
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2015‒16年度
国際ロータリーのテーマ

2015‒16年度
国際ロータリーのテーマ

ロータリアンのお一人は、例会等においてロータリー
会員同士が心の交流をして相互理解を深める中で、
切磋琢磨しながら各自が「奉仕の心」を育成して、立
派なロータリアンとなり「奉仕を実践」をすることが重
要であると説かれます。この意味で親睦活動がロー
タリーにとってきわめて重要であり、ロータリアンは親
睦活動を通じて心を許せる友人をつくり、和気あいあ
いの雰囲気の中で研さんして奉仕の理念を身につけ
た後に、初めて個人レベルとクラブやロータリー財団

による奉仕活動が可能になると、私は考えています。
この意味から「あいことばはEnjoy Rotary」を提唱させ
ていただきました。ロータリーの親睦活動は、お互い
に研さんを重ねて「奉仕の理念」を身につけ、奉仕を
実践する源となるものですから、皆さま方にはご自身
がロータリーを「好き」になることを可能とする意義深
い親睦活動をクラブやRIで見つけて「参画」し、活動
を楽しむとともに素晴らしい「奉仕の実践」に発展させ
ていただきますよう、心からご期待申し上げます。
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出席報告

クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 4 月末 内女性会員 増減

第
1
グ
ル
ー
プ

智 頭 70.00 66.67 3 10 10 0 0
倉 吉 97.38 79.91 4 57 59 2 2
倉 吉 中 央 92.59 82.41 4 23 27 2 4
倉 吉 東 95.74 71.31 4 43 45 4 2
鳥 取 99.17 73.42 4 58 63 3 5
鳥 取 中 央 84.38 83.75 4 39 40 0 1
鳥 取 北 92.15 83.77 4 49 51 5 2
鳥 取 西 85.33 72.83 4 48 46 0 ▲ 2

計（８） 89.59 76.76 ─ 327 341 16 14

第
2
グ
ル
ー
プ

境 港 94.21 70.62 4 41 51 1 10
米 子 85.36 57.09 3 65 69 3 4
米 子 中 央 92.79 83.17 3 39 36 2 ▲ 3
米 子 東 83.89 61.99 4 100 104 7 4
米 子 南 91.48 65.91 3 59 63 4 4

計（５） 89.55 67.76 ─ 304 323 17 19

第
3
グ
ル
ー
プ

松 江 90.36 73.36 4 64 68 0 4
松 江 東 89.45 83.12 4 62 63 1 1
松 江 南 93.60 82.04 4 65 66 4 1
松江しんじ湖 88.52 74.16 4 56 55 9 ▲ 1
隠 岐 西 郷 91.67 79.76 4 23 23 0 0

計（５） 90.72 78.49 ─ 270 275 14 5

第
4
グ
ル
ー
プ

平 田 86.25 78.71 4 45 45 2 0
出 雲 82.07 70.11 4 48 49 3 1
出 雲 中 央 92.22 83.24 4 46 45 3 ▲ 1
出 雲 南 97.27 78.91 4 64 64 7 0
大 社 78.61 63.64 4 47 55 3 8

計（５） 87.28 74.92 ─ 250 258 18 8

第
5
グ
ル
ー
プ

江 津 77.44 70.77 4 37 37 2 0
浜 田 83.56 70.22 4 55 59 1 4
益 田 96.88 79.69 4 18 16 1 ▲ 2
益 田 西 85.19 65.74 4 28 27 2 ▲ 1
大 田 92.24 82.76 4 30 30 4 0

計（５） 87.06 73.84 ─ 168 169 10 1

第
6
グ
ル
ー
プ

井 原 84.11 74.83 4 41 43 2 2
笠 岡 94.54 88.52 4 50 49 0 ▲ 1
笠 岡 東 88.75 86.25 4 39 40 1 1
新 見 88.41 79.71 3 24 23 2 ▲ 1
総 社 86.61 69.11 4 35 34 6 ▲ 1
総社吉備路 82.03 79.69 4 32 34 2 2
高 梁 80.95 76.19 3 43 43 1 0
玉 島 93.75 83.33 4 26 26 1 0

計（８） 87.39 79.70 ─ 290 292 15 2

クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 4 月末 内女性会員 増減

第
7
グ
ル
ー
プ

児 島 77.31 65.55 4 27 33 1 6
児 島 東 97.06 89.71 4 20 18 0 ▲ 2
倉 敷 100.00 81.47 3 86 85 1 ▲ 1
倉 敷 中 央 79.17 72.92 4 13 15 5 2
倉 敷 東 95.83 88.89 4 38 41 3 3
倉 敷 南 87.44 70.00 4 53 52 2 ▲ 1
倉 敷 水 島 95.38 89.23 4 20 22 0 2
倉敷瀬戸内 90.85 81.56 4 39 38 2 ▲ 1

計（８） 90.38 79.92 ─ 296 304 14 8

第
8
グ
ル
ー
プ

真 庭 83.31 74.30 4 35 37 0 2
美 作 87.30 83.33 4 34 33 1 ▲ 1
津 山 76.15 61.49 4 87 89 3 2
津 山 中 央 79.63 73.15 4 25 27 2 2
津 山 西 86.67 82.02 3 32 33 6 1

計（５） 82.61 74.86 ─ 213 219 12 6

第
9
グ
ル
ー
プ

赤 磐 85.42 72.92 4 12 12 0 0
備 前 73.71 61.00 4 57 58 8 1
岡 山 91.09 74.58 3 106 107 0 1
岡 山 東 92.53 82.16 4 96 98 0 2
岡 山 北 西 87.50 74.77 4 54 58 3 4
岡山後楽園 82.41 70.37 4 52 54 0 2

計（６） 85.44 72.63 ─ 377 387 11 10

第
10
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 73.67 65.82 3 24 26 2 2
岡 山 中 央 81.63 65.63 3 38 37 2 ▲ 1
岡 山 北 85.37 78.05 4 36 41 1 5
岡 山 南 83.28 73.40 4 155 160 16 5
玉 野 87.16 81.76 4 35 38 0 3
牛 窓 73.33 73.33 3 5 5 0 0

計（６） 80.74 73.00 ─ 293 307 21 14

第
11
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 88.50 80.53 4 33 34 2 1
岡 山 城 87.62 85.44 4 24 27 1 3
岡 山 岡 南 79.38 66.32 4 29 26 3 ▲ 3
岡山丸の内 73.46 62.11 4 41 41 2 0
岡 山 西 85.89 76.51 4 69 74 4 5
岡 山 西 南 87.96 73.83 4 57 55 3 ▲ 2

計（６） 83.80 74.12 ─ 253 258 15 5

クラブ数 6 7 R C
2015 年 7 月 1 日会員数 3 , 0 4 1 名
2016 年 4 月末日会員数 3 , 1 3 2 名
内　女性会員数 1 6 3 名
純増 9 1 名

4 月出席率 Make-up 後　　　8 6 . 9 4 ％
ホームクラブ　　　7 5 . 5 1 ％

地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況

出 席 報 告 （2016年 4月）


